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盛土・地盤補強用ジオグリッド　（EX-40, 60, 80, 100, 150, 200）  TRIGRID®EX

TRIGRID® EX
（EX-40, 60, 80, 100, 150, 200）

引張強度試験 クリープ試験 耐衝撃性試験

　「TRIGRID®EX」は、次の性質を有していることが確認された。

（１）引張強度特性
引張強度試験によれば、盛土・地盤補強材として、十分な引張強度特性を有している。また、縦ストランドと横ストラ

ンドとの交点は十分な強度があり、一体性を有している。

（２）クリープ特性
クリープ試験によれば、長期間の荷重に対して、十分なクリープ特性を有している。

（３）施工時における耐衝撃性
耐衝撃性試験によれば、通常の施工管理下において、十分な耐衝撃性を有している。

（４）耐久性
促進耐候性試験等によれば、一般的な使用条件下において、十分な耐候性、耐薬品性（衝撃後の耐薬品性を含む）

および耐寒・耐熱性を有している。

（５）土との摩擦特性
土中引抜き試験によれば、一般的な盛土材に対して十分な摩擦特性を有している。

（６）施工性
施工性調査によれば、軽量でしなやかであり、巻き癖がなく、運搬および敷設が容易である。

「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアル」※1  に規定されている一般的な土を用いて築造される盛土、急
勾配盛土、補強土壁および軟弱地盤における補強用ジオグリッドとして、土中に埋設して使用する範囲を対象とする。
※1「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアル　第二回改訂版」（平成25年12月（一財）土木研究センター）



 「TRIGRID®EX」は高強度ポリエステル繊維（PET）を芯材とし、ポリプロピレン（PP）を被覆材として複合させてスト
ランド（紐材）を作り、ストランドを縦横平織りの立体格子構造（グリッド）に構成し交点を溶着させて製造した盛土・地盤
補強用ジオグリッドである。

（1）補強土壁工法
盛土内に引張補強効果を有する「TRIGRID®EX」を水平に敷設し、盛土のり面には鋼製枠やグランドセル、土のう等

の壁面工を設置して「TRIGRID®EX」と連結し、土との相互作用で盛土を補強する工法である。
「TRIGRID®EX」を敷設することで、のり面勾配を1：0.6より急勾配とすることが可能である。

（2）補強盛土工法
のり面勾配が1：0.6以下の緩い勾配で、のり面に土圧が作用しないか小さい盛土の場合、盛土材の強度不足を補うた

めに、引張補強効果を有する「TRIGRID®EX」を盛土内に水平に敷設し、土との相互作用で盛土にせん断強さや引張強
さを付与し、安定化を図る工法である。

技術の概要 技術の特徴

用途例

盛土・地盤補強用ジオグリッド　（EX-40, 60, 80, 100, 150, 200）  TRIGRID®EX

・高強度のポリエステル繊維（PET）を耐久性に富むポリプロピレン（PP）で被覆しているので耐衝撃性・耐薬品性を有

し、長期にわたり安定した品質を保つ。

・土との摩擦特性に優れており、土と一体化して補強盛土の安定性を向上させる。

・適用可能な土質が幅広く、現地発生土の利用が可能である。

・高い強度を持ちながら柔軟性に優れているため、土との一体性が良く、扱いやすい材料である。

「TRIGRID® EX」の規格と性能

1品質管理強度 ：標準状態における試験環境のもとで「TRIGRID®EX」製造時に、品質をチェックするために行う品質管理試験（試験片の幅：
ストランド１本または広幅 20cm、引張ひずみ速度：20％/min）において基準となる強度。

2製品基準強度 ：「TRIGRID®EX」が適用される補強土の設計において基礎となる強度で、性能評価試験（試験片の幅：広幅 20cm、引張ひ
ずみ速度：1％/min）において基準となる強度。

3dtex ：繊維の太さを表す単位。繊維長 10,000m当りの質量（グラム数）で表す。

高強度ポリエステル繊維

ポリプロピレン樹脂

EX-200の引張強度 ─ ひずみ曲線

（a）鋼製枠式補強土壁

（b）コンクリートブロック式補強土壁

（c）補強盛土
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